ケイタイ オンインロン オ チュウシン ニシタ ゴコウセイシ ノ ケンキュウ by 佐野,  宏
1._-
氏名 佐野宏
学 f:rの種頼博 士(文学)
学 f:r記需号
学位授与年月日
学{す授与の要件
第 4064号
平成14年3月25日
学位規則第4条第l項該当者
学位論文名 形態音韻論を中心にした語構成史の研究
論文審査委員 主査教綬 毛利正守 副主査教授 村田正博
副ギ.査教授 芝原宏治
論文内容の要旨
言語の照史研究として、音韻史、語崇史、文法史、文体史などさまざまな研究領域が存在するが、「語」
とし寸単位を中心にした歴史研究はまだ1分になされていない。論者は、「語」がどのように変化し、また
その変化が後世にどのような影響を与えたかを、円本語の語措成の歴史的な展相として捉え、「語J を中心
にした悟史研究の傾域として三喜構成史」という領域を艇唱する。本論は、プ部からなる。
第ー部;形態音韻論篇は、肯代日本語に見られる母音脱落現象を取り上げ、その規則性と拡張性につい
て述べ、音韻現象が、語構成上の語形変化へと変選する様相を論じるo
第一章: I母音脱溢現象Jと寓葉集の「字余り現象Jとの関連について論じ、字余り現象は和歌の唱詠
という文体上の制約を受けるが、母音脱落現象1;):. 話構成上の現象であり、その制約の埼外にあることを
証ーする。第て章:母音脱落条件は、全ての母音脱落現象に対して有効なのではなく、いくつかの例外が存
在するo この例外について、論者は、語構成 kの形態類推を生じた類推形であることを明らかにし、この
ことによって、脱落形には肖ー韻現象によるものと、話楠成上の類推形との一二種が存在することを論じる。
第竺章:東歌・防人歌などの東国語にみられる母音脱落現象は、中央語のそれとは異なるけれども、その
ずれは中央語の類推の届く範凶に収まっている蓋然性が高いことを論述し、方言聞に生じる異形態の認識
は、同一言語共同体内部で生じる類推形などの崇形態の認識と大きく異ならないことを明らかにする。
第二部:語構成論篇は、古代日本語の語構成を取り上げ、第一部においての類推形などが成立する背景
として、語構造の保持される杭り方と、語構造が変化する{f:り方の両両を論じる。第一章;母音脱落現象
における母音配列員IJの語構成上における位置づけをおこない、派生動詞語幹末に現れやすい母音の出現傾
向は、母音脱落現象において残存しやすい母常の序列傾向と重なることを明らかにする。第二章;助動詞
「り」と同時期に接尾語「ル」による派生動詞「明く>明かる」が積極的な造語力をもっていることに注目
し、特に、接尾語「ル|が助動詞化を果していることを重視して、「り」の母音融合形(置かり)と接尾語
「ル」による派生動詞との同形衝突が生じ、「り」の母音脱落形(置かり〉は、その承接語形の決定に際し
て競合し捨てられたことを論じる。第三章:日本書紀・風十ー記の転誰地名について、語構造が保持されな
い場合の語形変化を通して、語構造保持の在り方を分析的に考察する。
第三部:語嚢篇は、主として古代日本語の語嚢史の観点から、その語構成の変化と語嚢の変遷を考究し
たものである。第一章 IソコヒJという語嚢を取り上げ、動調「ソク(離)Jの派生動詞「ソコフ」を設
定することで...rソコヒ」はその連用形名詞であることを論証する。第二章:古事記の歌謡中の「ヤマタヅ
ノ」という語に付せられた「是今云造木者也」の注記に注同し、辞書鎖などから考証して、本草学などの
外来忠、想における漢名に対する和名が、本草学の発達と共に盆遷する過程を詳述する。
以上、「語構成史|を構築する上で、「語Jの内的な変化の必然性と、そのおかれている環境あるいは背
-175-
景とを同時に把握しながら、形態・機能・語義・環境(文体〉のそれぞれに「語」が影響を受けているこ
とを論証し、「語構成Jの歴史的展相を把握するための方法論を展開したものである。
論文審査の結果の要旨
木論文は、日本語史の研究分野において、新たに「話構成史」という研究領域を提唱するものである。
従来、古代日本語の語形変化については、主として形態音韻論を軸とする日本語音韻史の立場ーから研究が
進められてきたが、語形変化を特に形態論から整理し、語構成論の観点にたって解釈するという方法はよ
だ試みられてはいない。こうした従来の研究状況に鑑みて、形態音韻論の研究成果に語構成論の観点を導
入して、語形変化を共時的な立場からだけではなく、「語」が陪史的にいかように変化しその変化が後世に
どのような影響を与えたかに着目し、語形定化の歴史的展開は日本語の語構成の展開として位置づけられ
ると主張する。ここに、語形変化が受容されていく伝り方に語構成の歴史的な展開をみるという、新たな
「語構成史」の研究が打ち立てられたことになる。本論は、形態肯韻論篇、語構成論篇、語最論篇の三部か
らなっており、序論では、「語構成史」という研究領域の設定について、その主目的と理論的な方法が述べ
られている。
第一部、第一章は、母音脱落現象と字余り現象との関連を論述し、両現象は音韻現象としては近いが、
その現象が生じる枠組みは巣なるとする。 tf韻現象の分布傾向の異なりという論者独自の視点からのす.論
が詳価される。第二章の母音脱落現象は、語原形と脱落形との概念構造(語構造)が変化しないことを重
視して、母音脱落条件の不適合伊jは、条件に適合した語原形と脱落形とを参照しながら、語構成上の形態
類推を生じた類推形であると論じる。本章の内容は、形態音韻論に語構成論の観点を導入したものであり、
これまでの円本語苫韻史研究の観点にはない、際立った論考にfl:守:てられている。第ヲ;草ー の東歌・防人歌
の母音脱落現象では、方言聞に生じる変異形の認識は、同一言語共同体内部で生じる類推形などの変異形
の認識と大きく異ならないものであることを明示する。母音脱落現象を巾心にした論であるが、今後、東
歌が中央語使用者による編集との関わりの中で、更なる議論の進展が期待できる。
第一部、第一章は、動詞派生形式の諸相について、派牛.動調語幹末に現れやすい母音の出現傾向は母音
脱落現象において残存しやすい母音の序列傾向と重なることを指摘し、母音配列則が語構成上の語形変化
の傾向と密接な関係にあることを鮮やかに導き出す。第二章の形態の類型化と語構造の生化の論は、「りj
の母音脱落形〈置かり)はその車接語形の決定に際して競合し捨て去られるものであったとし、文法範鴎
を異にする語同士でも、形態上互いに競合することを、明確に跡付けたものである。第二三章の語梼造保持
の諸相は、日本書紀・風土記の転説地名について、一般の音韻現象などにみられる語形変化を背景にして、
類推拡張が行われたと論じると共に、従来、看過されがちであった転説地名の在り方について、それらは
縁語や掛調といった修辞法の成立する背景にあるとする模めて興味深い論が展開されている。
第三部、第一章は、「ソコヒ」という語震を取り上げ、従来十分には明らかでなかった意味分化の在り方
と動詞派生形式の在り方とを関連づけた.長で高く評価される。第二章の本草和名の変遷は、「ヤマタヅ」と
いう語に付された「是今云追ー木者也」の注記等を検証することによって、本草和名が受け入れられていく
過程を捉えた新見である。
本論文は、「語jの変化が受容されていく在りょうは変化の連鎖としてあるとの立場から、「語」の変化
はそれぞれに質的には異なるが、それらを変化の枠組みという観点から捉えるとき、相可ーに変化を生み出
す背景として関連しそこに連続性が認められるとして、そのことが具体的且つ実証的に裏付けられた論で
あり、「語構成史」という研究領域とその立場の重要性が十分に示された論文であると言える。
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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